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平
成
26
年
度　

第
５
回
全
体
研
修
（
行
政
合
同
研
修
）

　
第
6
期
介
護
保
険
制
度
改
正
と
求
め
ら
れ
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
　
　
～
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
役
割
～

開
催
日
時　

平
成
27
年
３
月
19
日
（
木
）
13
時
45
分
～
16
時
45
分

開
催
場
所　

市
民
会
館
う
ら
わ　

コ
ン
サ
ー
ト
室
（
８
０
５
）

　

年
度
最
後
の
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

毎
年
度
末
は
行
政
と
の
合
同
研
修
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
に
非
会
員
の
方
も
会
員
同

伴
で
の
参
加
を
受
け
付
け
た
と
こ
ろ
、
会

場
に
入
り
き
れ
な
い
ほ
ど
の
参
加
者
が
集

ま
り
、
大
盛
況
で
し
た
。

　

初
め
に
、
宮
本
会
長
か
ら
介
護
支
援
専

門
員
の
役
割
や
あ
り
方
に
つ
い
て
お
話

が
あ
り
、
当
協
会
の
事
業
計
画
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
は
、
４
月
と
８
月
に
介
護

保
険
制
度
改
正
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
さ
い
た
ま
市
保
健
福
祉
局
福
祉

部
介
護
保
険
課　

課
長
補
佐　

佐
藤
晴
三

氏
よ
り
左
記
の
と
お
り
、
主
な
介
護
保
険

制
度
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
ご
説
明

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
費

用
負
担
の
公
平
と
い
う
こ
と
で
、
国
の

示
し
て
い
る
メ
ニ
ュ
ー
を
平
成
27
年
４
月

か
ら
順
々
に
行
い
、
法
的
に
も
期
限
が
決

ま
っ
て
い
る
の
で
全
国
的
に
国
の
作
っ
た

仕
組
み
を
事
業
と
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
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８　

一
定
以
上
の
所
得
者
の
利
用
者
負
担

が
２
割
へ
変
更

９　

食
費
・
居
住
費
の
補
足
給
付
の
適
用

条
件
の
変
更

　
※
平
成
29
年
４
月
よ
り
、
さ
い
た
ま
市
は
、

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を

開
始

　

今
回
、
講
師
に
ケ
ア
タ
ウ
ン
総
合
研
究

所　

所
長　

高
室
成
幸
氏
を
お
招
き
し
て
、

右
記
の
タ
イ
ト
ル
を
テ
ー
マ
に
ご
講
義
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
『
介
護
保
険
が
始
ま
っ
て
15
年
が
経
ち
、

こ
の
５
年
間
で
成
熟
期
に
来
て
い
る
。
団

塊
世
代
の
方
が
現
在
65
歳
だ
が
、
75
歳
に

な
る
10
年
間
を
準
備
期
間
に
あ
て
、
今
ま

で
の
15
年
間
の
反
省
を
含
め
た
見
直
し
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
介
護
保
険
の
大
改
正

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
仕
事
と
は
何
か
？

　

そ
の
人
の
暮
ら
し
を
支
え
る
こ
と
が
役

割
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
を
し
て
い
く
の

は
業
務
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り

と
認
識
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
訪
問
中
に
気
に
な
る
家
が
見
つ

か
っ
た
り
、
見
つ
け
た
ら
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
民
生
委
員
へ
伝
え
る
こ
と
も
、

業
務
の
中
の
仕
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

に
な
り
ま
す
。

平
成
27
年
４
月
よ
り

１　

介
護
報
酬
、
介
護
保
険
料
の
改
定

２　

介
護
老
人
福
祉
施
設
の
入
所
基
準
の

変
更

３　

複
合
型
サ
ー
ビ
ス
の
名
称
の
変
更

４　

多
床
室
の
室
料
相
当
分
が
居
住
費
に

移
行

平
成
27
年
８
月
よ
り

５　

介
護
保
険
負
担
割
合
証
の
発
行

６　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
一
部
の

上
限
額
の
変
更

７　

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
の

限
度
額
の
変
更

す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
「
地
域
の
目
に

な
る
」・
ア
ン
テ
ナ
と
な
り
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
み
で
は
な
く
、
地
域
と
の
調

整
役
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
独
居
・
生
活
困
窮
・
多
死
時
代
到

来
・
認
知
症
の
急
増
・
中
重
度
者
の
増
加
・

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
の
高
齢
化
な
ど
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が
充
実

す
る
一
方
、
孤
立
し
が
ち
に
な
る
可
能
性

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
と
の
交
流
（
連
携
）

も
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
が
全
国
で
年
間
１
万
人
も

行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る
事
実
が
あ
り
ま

す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
身
近
な
人
が
行
方

不
明
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
緊
迫

感
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

暮
ら
し
の
リ
ス
ク
と
し
て
、
買
い
物
へ

行
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
、
病
院
へ
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
、
認
知
症
に
な
っ
た

高
齢
者
に
よ
る
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
も
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
家
電
の
火
災

事
故
も
そ
の
一
つ
で
、
タ
コ
足
配
線
、
コ

ン
セ
ン
ト
が
埃
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。
そ
の
気
づ
き
も
大
切
で
す
。

　

災
害
や
犯
罪
、
最
近
ニ
ュ
ー
ス
等
で
も

話
題
に
な
り
ま
し
た
が
、
女
性
が
高
齢
の

男
性
を
狙
う
犯
罪
。
な
ぜ
か
？
そ
れ
は
孤

独
で
、
親
族
と
縁
が
切
れ
て
い
る
、
特
別

な
持
病
や
お
金
を
持
っ
て
い
る
な
ど
の
理

由
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
手
口
等
を
知
っ
て

お
く
こ
と
で
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

悩
み
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
役
割
を
担
う

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ケ
ア
資
源
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
一

つ
の
仕
組
み
（
介
護
保
険
制
度
の
ル
ー

ル
）、そ
の
仕
掛
け
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
担
当

者
会
議
を
行
い
ま
す
。
チ
ー
ム
ケ
ア
と
し

て
、皆
で
情
報
共
有
し
、皆
で
決
め
る
こ
と

で
責
任
の
分
散
、
役
割
を
認
識
し
、
行
っ

て
い
く
こ
と
が
、「
多
職
種
連
携
と
協
働
」

の
シ
ス
テ
ム
化
、
す
な
わ
ち
、「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
で
す
。

　

今
回
の
制
度
改
正
の
対
応
策
と
し
て
、
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施
設
ケ
ア
マ
ネ
研
修
会
の
報
告

　「
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
手
法
を
用
い
て
の
事
例
検
討
会
」

開
催
日
時　

平
成
27
年
１
月
31
日
（
土
）
13
時
30
分
～
16
時
30
分

開
催
場
所　

プ
ラ
ザ
ウ
エ
ス
ト
第
２
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
（
桜
区
）

講　
　

師　
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学　

保
健
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科　

峯
尾
武
巳
氏

　

今
年
度
、
経
験
年
数
別
に
３
回
の
シ

リ
ー
ズ
で
開
催
し
好
評
を
得
た
、
峯
尾
先

生
に
よ
る
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
手
法
を
用

い
た
事
例
検
討
会
。
施
設
ケ
ア
マ
ネ
研
修

会
で
は
、
始
動
し
た
平
成
18
年
度
か
ら
毎

年
、
峯
尾
先
生
を
お
招
き
し
て
研
修
会
を

開
催
し
て
き
た
が
、
平
成
23
年
度
か
ら
は
、

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修

会
を
開
催
し
て
お
り
、
今
回
が
４
回
目
と

な
っ
た
。

　

昨
年
度
の
研
修
で
は
、
定
員
を
大
幅
に

上
回
る
申
し
込
み
を
受
け
た
に
も
関
わ
ら

ず
、研
修
当
日
、大
雪
に
見
舞
わ
れ
て
予
定

の
半
数
程
度
の
参
加
に
留
ま
っ
た
が
、
今

年
は
天
候
に
恵
ま
れ
て
24
名
が
参
加
し
た
。

　

研
修
は
、
二
名
一
組
の
ペ
ア
を
組
ん
で

の
演
習
で
あ
っ
た
が
、
途
中
休
憩
を
挟
ん

で
前
半
は
主
に
講
義
が
、
後
半
は
演
習
が

主
と
な
っ
た
。

　

前
半
の
講
義
で
は
、
主
体
的
に
学
ぶ
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
介
護
支
援
専
門
員

が
抱
え
る
悩
み
や
課
題
に
つ
い
て
の
話
か

ら
始
ま
り
、
特
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

と
っ
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
視
点
を
持

つ
こ
と
の
必
要
性
、
利
用
者
の
話
を
繰
返

し
良
く
聞
く
こ
と
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て

の
興
味
深
い
講
義
も
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

後
半
は
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
手
法
の
説

明
、
事
例
検
討
の
意
義
な
ど
を
講
義
頂
い

た
後
、
ペ
ア
で
互
い
の
事
例
を
交
換
し
な

が
ら
、
自
分
自
身
の
心
の
動
き
や
行
動
の

振
り
返
り
を
行
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、「
事
例
検
討
は
事

前
の
準
備
に
負
担
が
大
き
く
て
大
変
と
の

思
い
が
強
か
っ
た
が
工
夫
で
き
る
こ
と
が

学
べ
た
」「
困
っ
て
い
た
ケ
ー
ス
に
糸
口
が

見
つ
か
っ
た
」「
施
設
で
も
他
の
事
例
で

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
や
っ
て
み
よ
う
と
思

う
」な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。
ま
た「
専

門
職
と
し
て
の
客
観
性
を
意
識
す
る
こ
と

が
大
切
」「
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
身
の
考

え
の
ブ
レ
を
修
整
し
て
整
理
出
来
る
」
と

い
っ
た
理
解
を
得
ら
れ
た
方
も
い
た
。

　
「
峯
尾
先
生
の
講
義
が
聞
き
た
く
て
参

加
し
ま
し
た
。
可
能
な
限
り
先
生
の
講
義

に
は
参
加
し
た
い
の
で
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
」
と
の
嬉
し
い
要
望
も
聞
く
こ
と
が
で

き
た
。

　

峯
尾
先
生
は
、
研
修
終
了
後
、
青
森
に

１　

中
重
度
対
応
で
き
る
人
材
の
確
保
と

育
成

２　

認
知
症
ケ
ア
の
専
門
性
と
ス
キ
ル
の

向
上
・
人
材
確
保
と
育
成
、
地
域
と

医
療
連
携
及
び
地
域
貢
献

３　

リ
ハ
強
化
対
応
で
き
る
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
質
の
向
上

４　

看
取
り
介
護
の
拡
充
へ
の
対
応
と
し

て
、
本
人
、
家
族
と
の
イ
ン
フ
ォ
ー

ム
ド
コ
ン
セ
プ
ト
の
重
要
性
、
看
護

師
、
介
護
職
と
の
連
携
強
化
、
介
護

の
意
識
改
革
と
教
育

５　

ケ
ア
プ
ラ
ン
と
各
個
別
ケ
ア
プ
ラ
ン

と
の
連
動
性
の
チ
ェ
ッ
ク
、
質
の
向

上

　

最
後
に
、
地
域
ケ
ア
会
議
へ
の
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
の
役
割
は
、
地
域
で
の
尊

厳
あ
る
そ
の
人
ら
し
い
生
活
の
継
続
が
で

き
る
た
め
で
あ
り
ま
す
。今
後
、自
立
支
援

に
資
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
、
地

域
包
括
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
地

域
課
題
の
把
握
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。』

　

講
義
を
受
け
、
感
じ
た
こ
と
は
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
役
割
は
、
街
中
を
移
動
し

て
い
る
と
い
ろ
い
ろ
な
場
面
に
遭
遇
す
る

こ
と
が
多
く
「
地
域
の
目
と
な
る
」
仕
事

だ
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
人
の
目
が
あ
る

こ
と
で
、
住
み
や
す
い
街
づ
く
り
を
作
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
ま
し
た
。

発
つ
ご
予
定
が
あ
り
、
恒
例
の
打
ち
上
げ

と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
は
心
残
り
で
あ
っ
た
が
、
今
年
も
充
実

し
た
研
修
会
を
開
催
で
き
た
こ
と
に
、
先

生
を
始
め
関
係
者
一
同
の
皆
様
に
御
礼
申

し
上
げ
、
報
告
を
終
了
と
し
た
い
。
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　　 ちょっと   coffee  break

　私の一番の楽しみは年に一度の海外旅行です。
　今まで行った国は数十カ国。最近、印象に残ってい
るのはスリランカです。信心深い国なので、お寺では
門に入ったら、裸足です。普段裸足で外を歩くことが
ないので、痛いし、熱いし、しかたなく靴下を履いて
歩きました。まわりは皆裸足なので、すぐ外国人だと
わかってしまいます。
　海外に行くと、日本のことがよく見えてきます。例
えばトイレについて…世界中で一番トイレがきれいな
のはまちがいなく日本でしょう。ウォシュレットはエ
ネルギーの無駄使いだという批判がありますが、海外
から見れば当然かもしれません。海外ではトイレット
ペーパーがなくて、片隅に水の入ったバケツと柄杓の
みなんてこともあります。日本では何気なく、トイレ
に行きますが、海外ではチップが必要な所も多いので、
小銭を用意したり、気軽に行けません。
　日本の常識は日本でしか通用しません。海外に行っ
たら、その国のルールに従わなければなりません。日
ごろ当たり前と思っていることが国によって、また人

感謝！感謝！

会員Ｙ

ちょっと   coffee  break

さいたま市介護支援専門員協会 検索

によって違うということに気づかされます。
　旅行先はどうせ行くなら、ちょっと変わった国がい
いなと思っています。職場では旅行の行き先がクイズ
になって盛り上がることもあります。
　ケアマネの仕事は仕事中だけでなく、休みの日にも
気になることがあり、ストレスが溜まります。だから
こそ、日常から離れたまったく違う世界に行きたくな
るのかなと思います。（かなりこじつけみたいですが…）
　こうして私が旅行に行けるのも利用者さんや職場の
同僚のおかげです。利用者さんからは気をつけていっ
てらっしゃいと気持ちよく送り出していただき、私が
いない間、私の担当する利用者さんからの相談にいや
な顔せず、対応してくれる職場の皆さんにひたすら感
謝、感謝です。
　世界中でいろんな事件が起こり、不安な昨今です。
どうか世界が平和になりますよ～に。
　そして、今年はどこへ行こうかな…
さすらいの旅人でした

平成 27年度　さいたま市介護支援専門員協会
「通常総会　及び　全体研修会」開催のご案内

平成27年　５月30日（土）　さいたま市民会館　８F　コンサート室
通　常　総　会　午後１時４５分～２時５０分
全体研修会　午後３時００分～４時４５分

演題　「師匠と弟子　親と子」
講師　三遊亭鬼丸師匠（ラジオ：NACK５　GOGOMONZ　メインパーソナリティ）


